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本研究プロジェクトでは、持続
可能な高機能材料の開発を行っ
ている。特に金属配位結合、水素
結合、静電相互作用や電荷移動錯
体形成等により分子間で特異的
な結合を形成できる高分子を用

いて、形状記憶、自己修復、力学
特性のチューニングや光エネル
ギーを化学エネルギーに変換可
能なスマート材料を開発してき
た。本研究では、電子ドナー(D)と
電子アクセプター(A)の間に働く

相互作用を高分子の添加により
制御することに成功した。 

D としてテトラフェニルポル
フィンテトラスルホン酸（TPPS）
とその亜鉛錯体（ZnTPPS）を、A
としてメチルビオロゲン（MV2+）

を選択し、ここにポリビニルピロ
リドン（PVP）、あるいはポリ（N-
メチル-4-ビニルピリジニウム）
（P4VPMe）を添加したときの電
子移動挙動をモニターした(図
1)。 

PVP は TPPS または ZnTPPS と
低 PVP 濃度では 1：1 錯体を、高
PVP 濃度では 2：１錯体を形成し
た。PVP は TPPS および ZnTPPS
との間でそれぞれ水素結合ある
いは配位結合により錯体を形成

することがわかった。これらの錯
体形成により、TPPS または ZnTPPS の基底状態での MV2+との接触が妨げられ、MV2+への
長距離電子移動が可能になった 1。 

TPPS と ZnTPPS は共に P4VPMe と静電相互作用で錯体を形成した。過剰量の P4VPMe の
存在下では、TPPS は自己凝集体を形成するが、ZnTPPS は凝集せず、単一分子として P4VPMe
高分子マトリックス中で分散されることがわかった。P4VPMe 中で単一分子として分散され

た ZnTPPS のシステムでは、P4VPMe が存在しない場合と比較して、光誘起電子移動生成物
の量が 10 倍以上増加した(図 2) 2。高分子と D との超分子的相互作用を介して、高分子マト
リックス中で A への電子移動を高効率化させることができた。 
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図 1. 本研究で用いた電子ドナー、電子アクセプターお
よび高分子の化学構造と長距離電子移動によるエネルギ
ー変換の概念図 

 
図 2. カチオン性高分子添加による電子移動生成物量の

増大. (左)高分子添加無し, (右)高分子存在下. 
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